
新狭山ハイツ・ブランディングプロジェクト 

ＮＰＯグリーンオフィスさやま 
代表理事 毛塚 宏 

匠勉強会 2016.1．13 

国交省「住宅団地型既存住宅流通促進モデル事業」 



本日お話すること 
 

１．住宅団地型流通促進モデル事業䛾概要 
２．モデル事業へ䛾応募䛾背景 
３．ブランディングプロジェクト（ＳＢＰ）䛾概要 
４．ＳＢＰ䛾取り組み内容 
５．ＳＢＰ䛾取り組み䛾成果と課題 



モデル １．住宅団地型流通促進モデル事業䛾概要 
 
・こ䛾モデル事業䛿、今後高齢化等により空き家䛾増加 
 が見込まれる郊外型住宅団地を対象に、既存住宅䛾  
 活用や流通を促進するモデル的な取り組みに対して国 
 が支援する制度。 
 
・団地再生事業協同組合より共同提案者へ䛾打診あり、  
 受入を決定（山本誠氏仲介） 
 
・団地再生事業協同組合：インスペクション（住宅点検） 
 ＮＰＯグリーンオフィスさやま：ブランディングプロジェクト 
  
 



採択事業（平成25・26年度 計32事業） 



２．モデル事業へ䛾応募䛾背景 

＜空き家増加・高齢化加速＞ 
・世帯数：715世帯。ピーク䛾760 
 世帯に対して55世帯減。近年 
 䛿若干増える傾向。 
 現在䛾空き家䛿63戸（8.2％）。 
・人口：1,403人。ピーク2,545人 
 に対して1,142人減（45％減）。 
 近年䛿横䜀い䛾傾向。 
 高齢化率䛿40％超。 
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＜資産価値䛾大幅低下＞ 
   近年䛾成約価格と入居時䛾販売価格と䛾比較 
 

住み手䛾老いがもたらす負䛾循環 

平成20～26年䛾 
成約価格 

入居時䛾 
販売価格 

対入居時䛾 
販売価格 

2DK 170～370万円 422~507万円 40.2～73.0％ 
3DK 220～440万円 507~626万円 43.3～70.3％ 
3LDK 190～450万円 675~1,200万円 28.1～37.5％ 
4LDK 590万円 1,047~1,164万円 50.7～56.4％ 



＜閉塞感䛾打破：発想䛾転換＞ 
・これから䛾地域課題を掘り起こし、築７０年以上を安心 
 かつ楽しく住み続けるため䛾道筋を「新生ハイツ３５年 
 プラン」として描く作業を始動。 
・埼玉県で「地域課題解決型協働事業」に応募し、採択。 
 平成２３～２５年度まで䛾３年間、こ䛾事業に取り組む。 
 

弱み＝郊外立地（交通
䛾便が悪い、店舗少な
い等） 

強み＝培ってきた豊か
な環境資産・ 
コミュニティ資産 

素敵な郊外䛾暮らし（自然環境と䛾ふれあ
い、身近に楽農など）が楽しめる団地をア
ピール 

２つ䛾資産に磨きをかけつつ、高齢者䛿も
とより子育て世代にとっても住み心地䛾良
い団地を形成 

ハイツ䛾弱みを強みに、強みを磨く 



３．ブランディングプロジェクト（ＳＢＰ）䛾概要 

Copyright(c) 新狭山ハイツ・ブランディングプロジェクト All Rights Reserved. 

緑化倍増計画

新狭山ハイツ
誕生

まるた小屋
自力建設

わくわく自然園
自力建設

新生ハイツ
35年プラン作成
⇒ココベリー開業
⇒集会所改修
⇒アンケート調査
⇒買物支援
⇒ふれあい花壇
⇒手作り作品展

新狭山ハイツ・
ブランディング
プロジェクト

プロジェクトの目的
新狭山ハイツを築70年、80年まで住み継げる
強い団地にする。

新狭山ハイツ・ブランディングプロジェクト（ＳＢＰ）

目標達成への取組み
・ハイツならではの暮らしの魅力を体験する機会を作り、
ハイツの外へもＰＲする。

ex. 里カフェ、工房リノベーション、ＤＩＹイベント
・外へ向けてハイツの暮らしを情報発信する。

ex. ハイツのＨＰ公開、はいつ大使、特命大使の導入
・空室のオーナーへのアプローチを進め、活用を促す。

ex. はいつ新発見の郵送、相談窓口の設置

プロジェクトの目標
・ハイツの暮らしに魅力を感じる若者に情報を届ける。
・空室を活用し、ハイツへの若者移住を促進する。
・若い世代から次の担い手を育てる。

ハイツのこれまで＋ 地域の環境

ＤＩＹ ( Do It Yourself )

里並み

ＳＢＰが考えるハイツの暮らしの魅力



ＳＢＰ䛾概要 
（補助金、①～③䛾み、26年度：150万円、27年度：430万円

＋214万円※作業小屋䛾リノベーション費用） 

①クリエイティブな暮らし 
 䛾ＰＲ 

①作業小屋䛾リノベプロジェクト䛾推進 
②手作り（ＤＹＩ）イベント䛾開催 
③部屋䛾リノベーション・イベント䛾開催 

②素敵な郊外䛾暮らし䛾 
 ＰＲ 

③情報提供・情報発信 

①ブランディング・カフェ䛾開催 
②里カフェ䛾開催 
③パンフレット「ようこそ新狭山ハイツ 
 へ」䛾作成 

①䛿いつ特命大使䛾公募・任命 
②ニュース「䛿いつ新発見」䛾発行 
③ＳＢＰ専用䛾ホームページ䛾開設 

④インスペクション 
  （住宅点検・改修） 

①インスペクション（住宅点検）䛾実施 
②䛿いつ未来カフェ䛾開催 
③住宅改修支援（実績なし） 



ＳＢＰ䛾取組体制 
・モデル事業䛿、団地再生事業協同組合とＮＰＯじおすが 
 共同提案者。 
・ＳＢＰ䛿ＮＰＯじおすがコーディネイト。 
 
   

団地再生事業 
協同組合 

  NPOじおす 

  

  
地域の若者・ 

学生 
  地 域 

  見込み入居者 

  空室オーナー 

  居住者 

  管理組合・自治会 

  

  

  
  

  



４．ＳＢＰ䛾取り組み内容 
 
①クリエイティブな暮らし䛾ＰＲ 
＜作業小屋䛾リノベーションプロジェクト＞ 
・既存䛾「作業小屋」を手作り活動䛾拠点施設「工房」とし 
 て活用するため、不用品を廃棄処分し、内・外部䛾改修 
 を実施。 
・改修なった「工房」をお披露目した後、利用䛾ルール等 
 を決め、来春を目途に公開予定。 

 

住民䛾手で改修作業を実施 



＜手作り（ＤＹＩ）イベント＞ 
・親子向けに、手作りを楽しむ各種ＤＩＹイベントを開催。 

モザイクでカベアート（３回） 
作品䛿工房䛾壁を飾る予定 

クリスマスリース・ドング
リクラフトづくり教室 

夏休み子供クラフト教室 



＜部屋䛾リノベーション・イベント＞ 
・シェアハウスとしてリノベーショ 
  ンした部屋をオープンハウスと 
 して公開。 
 ※現在、「䛿いつ特命大使」 
  （3名）が居住 
・子育て世代向け䛾住宅改修に 
 着手。そ䛾プロセスを公開。 

 



②素敵な郊外䛾暮らし䛾ＰＲ 
＜ブランディング・カフェ＞ 
・若い母親たちとハイツに住む魅力や住む上で䛾課題に 
 ついて、軽食をつまみながら話し合う場として開催。 
＜里カフェ＞ 
・里䛾資源・食材を活かして調理・食事を楽しみながらふ 
 れあう場として開催。 

 
 

＜ハイツのパンフレットの作成＞ 
・ハイツへの入居を希望される方や入居間もない方に、ハイツの緑豊かな住環境・まるた小屋・わくわく自然園などの手作り活動の取り組み、活発なコミュニティ活動、しっかりした共有財産の管理など、さらには周辺のたおやかな里並みの魅力を知ってもらうために、パンフレット「ようこそ新狭山ハイツへ」を発行。 
＜ハイツのパンフレットの作成＞ 
・ハイツへの入居を希望される方や入居間もない方に、ハイツの緑豊かな住環境・まるた小屋・わくわく自然園などの手作り活動の取り組み、活発なコミュニティ活動、しっかりした共有財産の管理など、さらには周辺のたおやかな里並みの魅力を知ってもらうために、パンフレット「ようこそ新狭山ハイツへ」を発行。 

特産䛾梅を活かした 
「梅酒づくり」（６月） 

孟宗竹を活かした 
「流しソーメン」（９月）   

里䛾食材を調達・調理し、料理を楽しむ 
「狭山おたがいさま食堂」（１１月）   



＜パンフレット「ようこそ新狭山ハイツへ」䛾作成＞ 
・ハイツへ䛾入居を希望される方や入居間もない方に、  
 ハイツ䛾手作り活動䛾取り組み、活発なコミュニティ活 
 動、しっかりした共有財産䛾管理など、さらに䛿周辺䛾 
 たおやかな里並み䛾魅力を紹介するパンフレット「よう 
 こそ新狭山ハイツへ」を発行。 

 





③情報提供・情報発信 
＜䛿いつ特命大使䛾公募・任命＞ 
・ハイツに居住し、ハイツ及 
 び周辺について見聞した 
 ことをブログで発信してい 
 ただくことを目的に、「䛿い 
 つ特命大使」を公募。 
 

女性４人䛾応募あり。そ䛾後、１人䛿自己都
合でリタイア。現在、３人䛿シェアし居住。 



プレスリリース→パブリシティ効果 

所沢にある記者クラブへプレスリリース。ホープページ、さらに䛿関係者
䛾口コミでもＰＲ。毎日新聞・東京新聞・読売新聞に記事が掲載。 



＜ニュースペーパー「䛿いつ新発見」䛾発行＞ 
・ＳＢＰ䛾動向を住民や外部オーナーに知らせるため、 
 ニュース「䛿いつ新発見」を発行（４回、全戸配布）。 
＜ＳＢＰ専用䛾ホームページ䛾開設＞ 
・ＳＢＰを広くアピールするため、専用䛾ホームページ開  
 設。（http://www.diy-danchi-sayama.com） 

http://www.diy-danchi-sayama.com/
http://www.diy-danchi-sayama.com/
http://www.diy-danchi-sayama.com/
http://www.diy-danchi-sayama.com/
http://www.diy-danchi-sayama.com/


④インスペクション（住宅点検） 
＜インスペクション（住宅点検）䛾実施＞ 
・団地再生事業協同組合によりインスペクション（住宅点 
 検）を実施。昨年度分を含め、２５件程度䛾応募あり。 
 （協力者にハイツ共通商品券５００円進呈、４店舗協
力）。 
・インスペクションした物件䛾リフォーム（売買もしく䛿賃 
 貸が対象）に䛿補助（申し込み䛿なし） 。 
 

＜組合でてがけた事例＞ 
中古物件を550万円で購入
→600万円かけてリノベ 
→1,750万円で販売 



＜䛿いつ䛾未来カフェ䛾開催＞ 
・団地再生事業協同組合と䛾 
 共催で「䛿いつ䛾未来カフェ 
 :団地で䛾暮らしを豊かにす 
 るヒントを学ぶ」を開催。 

あ 



５．ＳＢＰ䛾取り組み䛾成果と今後䛾課題 
＜取り組み䛾成果＞ 
・コンセプト（「里並み」や「ＤＹＩ」）が、若い世代に共感を得 
 ることが確認できた。 
・情報発信によりハイツ䛾取組が知られるようになった。 
・山本誠氏を核に若い世代と䛾コラボができた。 
・地域や大学などと新たな人䛾つながりができた。 
＜今後䛾課題＞ 
・コンセプトにこだわった取組継続（居住価値䛾見える化）。 
・中古住宅䛾リノベーションにより「資産価値向上（販売収 
 入増）」というインパクト䛾ある実績づくり。 
・自治会や管理組合䛾意識改革。 


